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＜連絡事項＞

・3/28,3/29の17：30～18：30まで2階会議室にて精神科看護初任者研修（精神薬理学）の伝達講習が行われます。各自出席お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・田端　テル　様～本人より腰痛訴えあり、アスモロール２袋処方となっています。本人の調子を考慮しながら軽い運動を促していきましょう。

・松橋　清子　様～排便コントロールの為シンラック液処方となっています。排泄状況の確認を行っていきましょう。

・佐々木　登紀子様～主治医面談にて「不安感があり休養にならない」や病棟に対しての不満訴えあり退院希望聞かれています。御家族様の受け入れが整い、本日17：00退院となっています。

　　　　　　　　　　初外来日は4/11（水）9：30となります。

＜安ヶ平先生診察＞

・菅井　浩子様～本人より黄色い薬を飲むと頭痛があると訴えあり、来週の定期薬よりデ

　　　　　　　　プロメール(精神神経用剤)が減薬予定となります。

・風穴　チエ様～「頭に使用するネットを誰かが私を憎んでて壊した」との被害妄想見られています。言動に注意し、本人の訴えを傾聴しながら言動に対しての振り返りを促がしていきましょう。

・市川　真紀子様～「おこづかいがなく、嗜好品を買えない」と訴えあります。また、「心臓が痛い、狭心症の後遺症だから」等の妄想に左右された発言見られますので、言動に注意し日課・プログラム及び夜間の睡眠状況について観察していきましょう。

＜佐々木　香様　退院時療養検討会＞

佐々木　香様（35）医療保護入院　統合失調症

入院日　　平成15年4月4日　

退院日　　平成19年3月30日

初外来日　平成19年4月12日（11：00～）

社会資源　自立支援医療費制度（申請中）

　　　　精神障害者保険福祉手帳（申請中）

服薬　　外泊時、自ら服薬出来ているとの情報あり。入院までの経緯とし、大量服薬が挙げられる事から再度大量服薬しないよう説明している。

　　　　服薬管理は御家族様にして頂けるよう検討。

退院後の生活　

　　　　家での生活に慣れてから、デイケア通所を検討中。

　　　　家に慣れるまでは家事・手伝いをする予定。

退院後の目標
　　　　家事・手伝い及び外来通院の継続。

　　　　忘れず服薬する。

　　　　自分の気持ちをきちんと伝える。

＜アルコール依存症治療プログラム勉強会　　困った場面の切り抜け方＞

・アルコール依存症の患者様は、自分の気持ちを伝えることが苦手な場合が多い。

「ＮＯ」と言いたい場面

・できない

・嫌だ

・やめてほしい

・やりたくない

・納得出来ない

・賛成できない

・関わりたくない

⇒しかし、状況や相手により「ＮＯ」が言いにくい。

　①言えずにいるうちに、自分の中で無理を重ねることになったり、不本意な関係に巻き込まれたりする。

②疲れや不満や後悔で、エネルギーを消費してしまう。

※状況や相手によりさまざまな「ＮＯ」を伝える5つのカード

・「きっぱりカード」・・・断固として「ＮＯ」を表明するカード

　　　　　　　　　　　　例）セールスを断る時、相手との関係を全面的に断ちたい時

・「かわしカード」・・・・この人のここがイヤだなと感じてしまう時に使用するカード

　　　　　　　　　　　　例）苦手な相手、カチンとくる相手に「ＮＯ」と表明しなくて

　　　　　　　　　　　　　　もほどほどに距離をとる方法

・「お手上げカード」・・・これ以上出来ない、無理だという時に出すカード

　　　　　　　　　　　　例）対処不能になるが、「ＮＯ」と投げつけると関係が悪化して

　　　　　　　　　　　　　　しまいそうな時に使用する

・「質問カード」・・・・・相手の言動が何か引っかかる。裏があるように感じる時に使用するカード

　　　　　　　　　　　　例）「かえしカード」で対処できない時、かわすとさらにストレスが溜まる場合、相手に一歩踏み込む手段

・「交渉カード」・・・・・もっとも理想的な「ＮＯ」の言い方

例）単に「出来ない」「イヤだ」で終わるのではなく、まず相手に耳を傾け、何のためにどうして欲しいのか聞く。そして自分の事情や気持ちを話し、可能であれば別の提案をする。

・「ジョーカーカード」・・言葉以外のコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　例）態度や口調など、その人が作り出す雰囲気。

ＮＯは、「否定の言葉」「拒絶の言葉」だと思い込んでいる人が多い。しかし、基本的にＮＯは拒絶ではなく「合意への努力」である事を覚えておく必要がある。ＮＯと表明する事は、相手に自分をもっとよく知ってもらうキッカケになる。

